
子どもの発達や学びのプロセス
子どもたちの育ちは 0歳からつながっています。幼保小の先生が互いに保育や授業を見たときに、この姿はこうした

つながりの中にあるのだと理解てきるとよいのてはないかと思い、子どもの具体の姿を示しました。これらはあくまて‘

も目安であり、この時期にこうてなければならないということではありません。

【健康な心と体】

長
幼稚園生活の中て＼ 充実感を

もって自分のやりたいことに向

かって心と体を十分に働かせ、

見通＿し度＿也＿工文往動＿し＿、良違

魔文安全な＿生活＿乏ごとs_tL出す＿ょ
ぅーになゑ。
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一 一充実感をもって自分の

やりたいことに向かって、

繰り返し挑戦したり、諸

感覚を働かせ体を思い切

り使って活動したリする。

心と体を十分に働かせ、遊びや生活に見通し

をもって自立的に行動し、自ら健康て安全な生

活を作り出す。

次の活動を考えて準備をするなどの見通し

をもって行動したり、安全に気を付けて登下

校しようとしたりする。

他の児童と一緒に

楽しく過ごしたリ、

様々な場面において

伸び伸びと行動した

りする。

主体的な活動を促す環境や授業の工夫が必要です。

子どもが自ら安全て健康な生活を創り出すことができるような環境や援助を積み重ねます。
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ーみんなで

一 一

体を清潔に、

気持ちよい環境を感じる。

健康な心と体は、他者との信頼関係の下て‘、自分のやりたいことに向かって伸び伸びと取り組む中て育まれていきます。

身近な環境に主体的に関わり

様々な活動を楽しむ中て‘、 ＿しな

吐ればならな＿し＿‘-こと＿を＿自党し、

自分ーの力＿て行ー一うため＿に考えた＿リ＿`
王表＿した＿！Lしながら、 諦めずに
やリ遂げることて達成感を味わ

い、自信をもって行動するよう

になる。

やっててきた満足感や達成感を

味わえるような体験を積み重ねていくことを大切にします。
『 l -

6歳

身近な人からの

愛着を感じる。

走る、登る、跳ぶ、

蹴る、投げる、くぐる。

食事、衣服の着脱、排泄。

難しいことても自分の力でやっ

てみようとして、考えたり、工夫

したりしながら、諦めずにやり遂

げる体験を通して達成感を味わい、

自信をもって行動するようになる。

安心 j！でもやりたくなし

あるんだ
``——••,_ --

安心感のもと、自分のやりたい

ことを行い満足する。

やりたいことを主張する。

やりたいことに向かって、動きを

調整、何度も挑戦

しようとする。

一

自分の力て行う

ために、考えた

り、工夫したり

しながら諦めず

にやリ遂げよう

とする。

見通Lをもって
遊びや生活に見通しをもつ。

安全や健康に気付く。

様々なことに挑戦し、失敗も繰

り返す中て｀、自分てしなければな

らないことを自覚するようになる。

友だちと一緒に運動遊びや学校生活を

伸び伸びと楽しむ。

蒔計を意謹 ；；
時間を意識して行動。

安全や健康に気を付ける。

一自分て‘てきることは自分て

しようと積極的に取り組む。

課題を自分のこととして

受け止め、意欲的に取り組

んだり、自分なりに考えて

意見を言ったり、粘り強く

取り組んだりする。

自覚して行動ーできるよ
課題に向かって、意欲的に取り組み、

自分なりに考えて粘り強く取り組もう

とする。

難しいこともやり遂げた満足感を味わう。

しなければならないことを自覚

するようになる。

自立心は、教師との信頼関係を基盤に自己を発揮し、身近な環境に主体的に関わり自分の力で様々な活動に取り組む中

て育まれていきます。
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友達と関わる中て＼ 瓦込の墨

上ゞ 立．考＿えな_tこも去直し．‘-共通の

貝堕の＿実現＿しこ＿回！＿ナ＿て―-'ーーー一考えたリ＿,・
工夫したり、協力したりし、充----------------------------------------------

実感をもっ てやリ遂げるよ うに

筵 。

身近な人へ

微笑んだリ、

声や動きて｀

応えたりす

る。

共に過ごす心地

よさを感じる。

目的の実現に向けて、

考えたことを相手に分か

るように伝えながら、エ

夫したり、協力したりし、

充実感をもって幼児同士

てやり遂げるようになる。

目的に向かって自分の

力を発揮しながら友だち

と協力し、様々な意見を

交わす中て新しい考えを
生み出しながら工夫して

取り組むなど、教師や友

だちと協力して生活した

リ学び合ったりする。

友だちや学級全体て目的をもったり共に活動したりすることて‘、

互いのよさを認め合えるような環境や援助を積み重ねます。

6歳

,, 7歳 ・

【道徳性・
規範意識の芽生え】

友達と様々な体験を重ねる中

て・‘ ーし文＿よ＿し＿、こーと＿や息し芦＿とが

公かり．、ー自分．笠行勲．を振．↓L返．？．
f：：：ーーリ＿、友達の気持ちに共感した

止L、 •相．毛の．立揚．に立．？ズ．1元勲
烹る＿よ＿＿ぅ＿＿になゑ。主tこ一‘ーーさま』．
乏登る必要性＿が会かり＿、自分の
気持ちを調整し、友達と折り合

いを付けながら 、＿き点＿＿！Lを＿＿つ

ーく＿＿った＿リ＿＿‘-一ー一守？＿た＿！）＿＿す＿ゑよう＿＿に

ーな＿＿る＿o

一緒に活動する

楽しさを味わう。

目的の実現に向け、考え

たことを相手にわかるよ

うに伝えたり、工夫・協

力したりしてやり遂げよ

うとする。

見立て遊びやごっこ遊 関わりの中て＼

びを楽しむ。 ぶつかリ葛藤する。

協同性は、教師との信頼関係を基盤に他の幼児との関わりを深め、思いを伝え合ったり試行錯誤したりしながら一緒に

活動を展開する楽しさや、共通の目的が実現する喜びを味わう中て育まれていきます。

一

7歳 ・

ロ1ノせるとすごしことできるね
目的に向かって、自分の力を

発揮しながら、友だちと伝え

合う中て新しい考えを生み出

したり、工夫したりし、協力

して取り組もうとする。

贔 一うまくいかないことを乗リ越える体

験を重ねることを通して人間関係が深

まり、友だちや周囲の人の気持ちに触

れて、相手の気持ちに共感したり、相

手の視点から自分の行動を振り返った

りして、考えながら行動する。

きまリを守る必要性が分かり、友だちと一緒に心地

よく生活したリ、より遊びを楽しくしたりするために、

自分の気持ちを整理し、友だちと折り合いを付けなが

ら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。

自立した一人の人間として

他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養っていきます。

相手の気持ちを考えたり、自分の振

る舞いを振リ返ったりなどしながら、

気持ちや行動を自律的に調整し、学校
生活を楽しくしていこうとする。

自分や他の人の様々な気持ちを知る。::~、の：：：

犀；戸 ◎◎R汀芦り冒
良了茫を悪［ こヽとカ・湯る方だ
~- --'、~· 一 ．“

ほめられたり、叱られたり
してよいことや悪いことがきまりの大切さに気付き、
あることが分かる。 守ろうとする。 きまりをつくったり守ったりする。

7歳 ・

相手の気持ちに共感したり、自分の行動を

振り返ったりして、考えながら行動する。
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道徳性・規範意識の芽生えは、他の幼児との関わりにおいて、自分の感情や意志を表現しながら、ときには自己主張の

ぶつかり合いによる葛藤などを通して互いに理解し合う体験を重ねる中て育まれていきます。

「幼稚園教育要領解説」、 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」、 「保育所保育指針解説」等参照
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子どもの発達や学びのプロセス

【社会生活との関わり】

家族を大切にしようとする気持ちを

もっとともに、地域の身近な人と触れ

合う中て‘、 ムと＿の提夕＿な関わリ＿方丘気

位き＿、拒圭の急挽＿ち＿ーを＿考＿え＿ヱ閲＿わ＿！l＿ヽ
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親

しみをもつようになる。また、幼稚園

内外の様々な環境に関わる中て＼ 遊び＿

文生活」己必要な憶報繹嬰虹、猜照

に基づき＿＿判断＿＿しな出＿＿情報を伝え金＿?_

たリ＿ヽ ＿＿＿活用＿したリ＿ーするなど3ー一＿情報を＿＿役

立てなが生活動＿吃ゑよ＿＿ぅーーになゑ＿とぷも
ーに、公共の施設を大切に利用するなど

して、社会とのつながりなどを意識す

るようになる。

一人々との様々な関わり方
に気付き、相手の気持ちを
考えて関わり、自分が役に
立つ喜びを感じ、地域に親
しみをもつようになる。

好奇心や探究心が一層高まり、関心の
あることについて、より詳しく知りたい
と思ったり、より本物らしくしたいと考
えて遊びの中で工夫したりする中て、身
近にあるものから必要な情報を取り入れ
るようになる。

一相手の状況や気持ちを
考えながらいろいろな人
と関わることを楽しんだ
り、関心のあることにつ
いての情報に気付いて積
極的に取り入れたりする。

地域の行事や様々な文化に触れることを
楽しんて興味や関心を深め、地域への親し
みや学びの場を広げていく。

幼児・児童の関心に応じて、

地域の身近な人とのふれあいの機会や情報との出会いをつくることを大切にします。

歳 ..' 1 歳•- 2歳，1

身近な人の顔が

わかる。

身の回りに様々な

人がいることに気

付き、関わる。

社会生活との関わりは、

関わリから幼稚園全体へ、

【思考力の芽生え】
身近な事象に積極的に関わる

中て`、 拘咲性質空仕負iみなど＿定

感じ＿取ュt~比＿気蝕込‘_t;j_し＿ヽ
考えたり、予想したり、工夫し-----------------------------------------------------
たりするなど、多様な関わりを-----------------------

楽しむようになる。また、友達

の様々な考えに触れる中て＼ 良

会と暴辱虹尋る＿こ＿と謬．

姓立、貝＿ら＿判断＿し店＿＿り＿＿、＿＿＿考＿え直

ーし＿な＿＿i)-主桑＿なぶ、新しい考えを
生み出す喜びを味わいながら、

自分の考えをよりよいものにす

るようになる。

遊びや生活の中て‘、物の性質

や仕組みなどを生かして、考え

たり、予想したリ、工夫したり

するなど、身近な環境との多様

な関わリを楽しむようになる。

友だちの様々な考えに触れる中てや、自分と異なる

考えがあることに気付き、自ら判断したり考え直し

たリするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わい

ながら、自分の考えをよりよいものにしようとする。

好奇心や探究心を引き出すような環境や支援をすることを大切にします。
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何度も試すことて｀、形、色、大きさ、

量などの物の性質や仕組みに気付く。

ヽ

聞いたり；
触うたり、

-:t口に入れたり

人やものの

存在を音、

形、色、手

触りて確か

める。

3歳 ・叫-4歳 ：：；_, 、 5歳 こ一
- --- - •• ▲ •,.— 

ぢとし
近隣の行事や季節の行事に興味や関心を

もつ。

一

身近にあるもの

や用具などを
使って試したり、

考えたり、作っ

たリする。

6歳 と―-.“
贔ヽ・・ ••,_--._--——-'" -・ 

家族・地域役二頁ーとして

家族・地域の一員として役に立つ喜びを実感する。

A 

調べたことを遊びや生活の中て，，

伝え合う。

友だちと対話をしながら考える。

自分と異なる考えがあることに気付く。

体験や本、図鑑、インタビュー、 ICT機器等

て得た情報を役立てようとする。

保護者や周囲の人々に温かく見守られているという安心感や、教師との信頼関係を基盤に、学級の幼児との

さらに地域の人々や出来事との関わりへと、次第に広がりをもっていきます。

一新 し い 環 境 や

教科等の学習に

興味や関心を

もって主体的に

関わる。

探究心をもって考えたり試したりする

経験は、主体的に問題を解決する態度へ

つながる。

---.9歳
ーはぇ友だ全と試そう

こ一社 ま セの 経験 が使 えなし℃かな？

見付ける、比べる、

例える、試す、見通

す、工夫するなど多

様な活動を通して考

えを深めようとする。

7歳 ・

7歳 ・

｀

畔

り
命

ゎ
生

関のと然自
”

凰

自然に触れて感動する体験を

通して、 良然の変化など＿定感じ＿

ggリ＿、好奇心＿や探究！ゞーーを＿也＿つ＿＿て

翌え宣葉＿など＿て表現＿しな がら、
身近な事象への関心が高まる と

ともに、 自然への愛情や畏敬の

念をもつようになる。また、 身

近生動植牧庄心ーを璽を‘ーされる＿中

ーて＿•'-一生命＿の王晨議さ文星さ」；気
姓き＿、身＿近な動植物＿ヘーの接＿し方

ーを考広＿、命あるものとしていた
わり、大切にする気持ちをもっ

て関わるようになる。

贔’

身近な自然や生き物

に気付く。

生き物に興味をもつ。

【数量や図形、標識や文
字などへの関心・感覚】

顧遊びや生活の中て中、 数量や＿図

厖,_＿概峨空文完など」こ親_l.,＿む＿佐

験度重＿ね＿t；；」)_、杢悪護や＿文空笠役

割に叙付＿し—‘f::;_])ーし＿、 自＿＿ら＿ーの必要
感＿t;_基＿づ＿き＿＿こ＿れ＿立を活且＿し＿、豊
味や関心、感覚をもつようにな

ゑ。

．っかんt~見 ，＇ 小さいの！•

つまんだり、

つかんだりし

てものの存在

を感じる。

語りかけや歌い

かけに心地よさ

を感じる。

ものの形や

大小を見分

ける。

一好奇心や探究心をもって考

えたことを幼児なりの言葉な

どて表現しながら、身近な事

象への関心を高めていく。

継続して関心をもって見た

り関わったりするなどを通し

て、新たな気付きが生まれ、

次第に自然への愛情や畏敬の

念をもつようになる。

身近な動植物に心を動かされる中て，，、実感を伴って生命の大切さを知り、

生きることの素晴らしさの自覚を深めることにつなげます。

身近な自然や生き物に触れて

その特徴を確かめる。

生き物には、命が

あることを知る。

命が失われてしまうと

戻らないことに気付く。

一自分たちの遊びや生活の中で、

必要感をもって、物を数えたり、

量を比べたり、様々な形を組み

合わせて遊んだりする。

標識や文字などに関心

をもちながらその役割に

気付いたり使ったりする。

ヽ

ークが
るね

一動物を飼ったり植物を育て

たり、調べたりする活動を通

して、生き物の生態等を深く

知リ、関心をもって学ぶ。

自然の事物や現象につい

て関心をもち、その理解を

確かなものにする。

5歳 ：―--
ー育支モみtこーい＇

継続して身近な自然や生き物を見

たリ、育てたり、飼ったリするな

どを通して、新たな気付きを得る。

” 

堕墨こここ:-・. tl 7歳・
ばぜ―うどうして？ー調▼べよう―

k'"-• -- ... 0 、ー・幽・

生き物を飼ったリ植物を育てたり、

調べたりする活動を通して、生き物

の生態等を深く知り、関心をもつ。

言
動植物に親しみをもち、命を大切にしようとする。

自然との関わり•生命尊重は、身近な自然と触れ合う体験を重ねながら、自然への気付きや動植物に対する親しみを
深める中て‘育まれていきます。

一

で

数学的活動を通してものの形や数などの特徴

を捉えていく。また、その名称も学んていく。

口本の使い方や調べ方

を知った後、本や資料

を活用する。

5歳←
― “L』・•~ 9.. ··』---—·

99■ • ---• 

使つでみt:yヽ＇
遊びや生活の中て‘、必要感をもって、

数えたり、量を比べたリ、形を組み

合わせたりして遊んだりする。
會ー

日常生活の中

て‘、ものの形

や大小、数量

を捉える。
標識や文字には、人に思いなどを伝える

標識や文字の存在に気付く。 役割があることに気付いたり使ったりする。

言葉が文字の音て構成されていることに気付く。

筒の底を写したら…

まるになった！

日常生活の中で数量や図形、標識や文字などに関心がもてるような環境や

具体的な体験および活動を大切にします。

6歳 ；；一
----
使ーっぞ考えょぇ
数のまとまりや図形の構成・要素、事

柄や関係に着目して考えようとする。

7歳 ・

丁寧に正確に読んだり書いたりする。

思考力の芽生えは、周囲の環境に好奇心をもって積極的に関わりながら、新たな発見をしたり、

を考えたりする中て育まれていきます。

もっと面白くなる方法 数量や図形、標識や文字などへの関心．感覚は、

親しむ体験を通じて育まれていきます。

「幼稚園教育要領解説」、

日常生活の中て‘、数量や文字等に接しながらその役割に気付き、
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「幼保連携型認定：：ども園教育・保育要領解説」、
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「保育所保育指針解説」等参照




